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まちとむらをつなぐ 

おいでん・さんそんセンター通信                          2014 年 3 月 20 日発行 

           
  

 ★トップニュース★ 

   いなかとまちのくるま座ミーティング  

2 月 7 日（金） 

香嵐渓一の谷にて、「いなかとまちのくるま座ミーティング～地域づくりの新

たな一歩～」が開催されました。3 つの分科会に分かれて行われた今回は、地域

や団体で活動している方、いなかへ I・U ターンした方、行政関係者など、都市

と農山村の交流やいなかの活性化に関わる方々約 60 名が参加し、交流や意見交

換を行いました。 

●私の好きなむら～１枚の写真で語る農山村の魅力～ 

話題提供者やコーディネーターに、自身が好きなむらに関わる写真を一枚選ん

でいただき、「なぜその写真を選んだか」をお話しいただきました。 

テーマ①「地域の資源を見直そう！～農山村の資源を活用したビジネスモデル～」 

■話 題 提 供 者 ：トム・ヴィンセントさん（（株）トノループネットワークス 代表取締役）、川村のり子さん（（株）喜乃紀 代表取締役） 

■コーディネーター：加藤栄司さん（愛知県交流居住センター) 

豊田市に繁茂している竹を活用して竹林整備や６次産業化を図ろうという『Toyota Bamboo Project』の取組についてお話

しいただきました。現在、豊田市の竹林は愛知県内全体の２分の１（1,149ha）もの面積を占めています。竹林は森でもなく農

地でもなく、さらに伐っても一年間で立派な竹に生長してしまいキリがありません。 

竹センターをつくり、チップ・樹脂・繊維・工芸品・バイオマスへの利用など、たくさんの活用、さらには雇用を目指してい

ます。受講者からは、昔からの活用方法である火吹竹・鳥籠・歌舞伎舞台（客席）・笛などがあったとの声があがっていました。

昔から伝えられているものを次世代へ繋いでいく、そんな動きもこの意見交換会からみえてきました。 

テーマ②「地域を変えるのは女子力だ！～女性のチカラでまちおこし～」 

■話 題 提 供 者 ：後藤妙子さん（道の駅「おばあちゃん市・山岡」駅長） 

■コーディネーター：西上ありささん（Studio-L IGA 代表) 

地元の女性が中心となって元気に活動している岐阜県恵那市の道の駅「おばあちゃん市・山岡」の活動についてお話しいただ

きました。年間６０万人が訪れるおばあちゃん市では、地元産の農産物を９割販売しています（通常の道の駅は地元産４割）。

ここでは対面販売を基調とし、地域資源の活用に力を入れ、ヨソの業者は一切入れていません。うわさ話や悪口は一切禁止とい

うルールなど、働いている人みんなで意見提案できる環境の中で店を作り出しています。リーダーはあえておじいちゃん（男性）

に譲っていますが、キーとなるのは、ここで働く女性たちです。半数が 65 歳以上ですが、主婦として築いてきた技術と知恵を

持っています。 

「地域資源は自分たち」。小さなことやできることからやっていき、初期や今までの苦労も日誌などの活用を通して後世に思

いを伝えることが、訪れる人に長く愛されていく秘訣なのかもしれません。 
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テーマ③「まちとむらが力を合わせて幸せづくり！ 

～都市部の企業や地域の力と農山村の地域の力でお互いの問題を解決～」 

■話題提供者：倉島貞夫さん（住友ゴム工業（株）名古屋工場総務担当課長）、 

西村止喜さん（住友ゴム工業（株）名古屋工場総務課課長代理）、近藤正臣さん（東萩平町内会長）  

■コーディネーター：澁澤寿一（豊森なりわい塾実行委員長） 

住友ゴム工業（株）が豊田市旭地区のお須原山で「GENKI の森」として間伐と遊歩道整備をして今年で 4 年目の活動になり

ます。森林には不慣れな社員さんたちですが、ただ木を切り、花を植えるだけではなく、知らないことを学ぶこと、体を使い、

汗を流してやりとげたときの達成感、終わった後の地域の人たちの喜ぶ笑顔や会話・交流がよかったというのが、続いてきた秘

訣です。地域住民側も、過疎・高齢化に悩む中で交流を楽しみにしている方が多く、信頼もみられます。社員さんの中には活動

日だけではなく休日に訪れる人、田舎への移住を考える人も出ているそうです。こうした一社一町の CSR 交流が広まっていく

ことを、東萩平町内会長の近藤さんも願っています。 

 

★活動報告★ 

  とよたプレーパークの会「こどもの遊びとこどもの居場所」  

2 月 1 日（土） 

とよたプレーパークの会主催『こどもの遊びとこどもの居場所』ゲスト：渡部

達也（NPO 法人ゆめ・まち・ネット）に参加しました。 

●子どもにとって遊びってナニ？～すべての子どもたちへ～ 

子どもの遊びは危険がいっぱいで、A「あぶない」K「きたない」B「ばかばか

しい」と大人は言います。しかし「だごっこパーク」では、子どもたち自身がや

りたいことをやりたいように、生き生きとしてやっています。子どもにとっての遊びって、大人から与えられるものではなく、

子どもたち自身で考えてこそ楽しいものなのだと、忘れていた方も多いのではないでしょうか。 

●子どもの居場所ってどんなトコロ？～思春期からおとなへ～ 

「学校」という場所は、担当教科や年度ごとに先生がどんどん変わっていくため、どうしても子どもの「欠点」や「不得意」

が目についてしまいます。しかし、子どもたちが地域に受け入れられるためには、ずっと自分を見ていて「長所」や「得意」を

理解し伸ばしてくれる人が必要になってきます。一時だけの判断ではなく、長く一緒にいて理解し見守ってくれる大人がいては

じめて、子どもは自分の「居場所」を見つけることができるのだと、渡部さんはおっしゃっていました。 

   第 4 回とよた食と農ビジネス交流会   

3 月 5 日（水）6 日（木） 

「第 4 回とよた食と農ビジネス交流会～農からはじまる新たなビジネス～」が

開催されました。豊田市内から食と農に携わっている企業や個人事業者 41 組が

参加し、来場者とともに生産商品の PR や提案・相談など交流を深めました。 

おいでん・さんそんセンターのブースでは、開所から半年間で寄せられた「し

たい」「してほしい」を見せる化し、「ブルーベリー農園の収穫や整備のお手伝い」

「ラベンダー畑の整備」「耕作放棄地の活用」「竹林の伐採・活用」「豊田市産米粉を使用した豊田ブランド商品の開発」など具

体的な支援や交流の提案をさせていただきました。ブースには、1 日目は 51 件、2 日目は 22 件の方が訪問・興味を持ってい

ただきました。今回の交流会の会期中では 4 件のマッチングに成功！これからどう進めていくのか、ともに協議しながら、お互

いに長い関係を築くことができればと思っています。 
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■日 時：４月６日（日）13：00～16：50 

■場 所：トヨタテクノミュージアム 産業技術館 大ホール 

     （名古屋市西区則武新町４丁目１番 35 号） 

■内 容： 講演/「人と自然 結び直しの時代」内山節（哲学者） 

     講演/「半農半 X という生き方」塩見直紀（半農半 X

研究所代表） 

トークセッション/「これからの社会のカタチ-豊森が

目指すもの-」スピーカー：内山節、塩見直紀、澁澤

寿一（豊森実行委員長） 

■定 員：300 名（先着順） 

■参加費：無料 

■応募方法：豊森ウェブサイト（http://www.toyomori.org）

の応募フォームをご利用ください。 

■締 切：3 月 31 日（月）18：00 申込まで 

   

 

豊田市を拠点として、農山村を起点とした人づくり、地域づくり

を学ぶ講座が、第四期生を募集します。 

いなかに興味はあるけど…田舎暮らしはしたいけど…一人では

不安だし稼ぎや生活もあるし、なかなか一歩を踏み出せない。 

 そんな人たちが集まり、月に 1 回（2 日間）豊田のいなかの集

落に入り、地元のおじいちゃんおばあちゃんの話を聞いたり、フィ

ールドワークをしたり、専門家に講座を受けたり…。 

いなかのよいところや問題点をきちんと知って、同じ目的をもっ

た仲間と悩みや不安や将来を議論しながら、自分自身と向き合いま

す。 

【募集要項】 

■期 間：2014 年 5 月～2015 年 3 月（月 1 回、原則第 3 土日の

2 日間） 

■場 所：愛知県豊田市内（主なフィールド：旭地区） 

■受講料：2 万円（全回分） 

■応募条件：18 歳以上の方、1 年間カリキュラムに積極的に参加

できる方。当プロジェクトに賛同し、積極的・自発的

に活動を広げられる方。 

■募集人数：20 名程度 

■申込期間：2014 年 4 月 1 日（火）～20 日（日） 

■応募方法：Web（http://www.toyomori.org）の応募フォーム 

から、または郵送で①氏名②性別③所属および略歴④

生年月日⑤連絡先（住所・電話番号・メールアドレス）

⑥応募動機（A4 用紙 1 枚以内、顔写真付き）⑦この

募集を知ったきっかけ⑧面接希望日（5 月 1 日～6 日

のうち面接可能な日時をできる限り複数お挙げ下さ

い）を明記のうえ申し込み 

■選考方法：１次選考/書類（４月下旬）、２次選考/面接（５月上

旬）、選考結果はメールまたは郵送でお知らせ。２次

選考の日時は、1 次審査合格者に個別通知。 

■実施主体：豊森実行委員会（実行委員長：澁澤寿一） 

※実行委員会は、豊田市・トヨタ自動車・NPO 法人

地域の未来・志援センターの 3 者で構成 

■応募先・問合せ：豊森なりわい塾事務局 

〒461-0002 名古屋市東区代官町 39-18 日本陶   

磁器センタービル 5-D  

Tel：052-936-0511（平日 10：00-18：00） 

Email：info@toyomori.org 

 

■日 時：４月 19 日（土）、５月 10 日（土）、17 日（土）、6 月

15 日（日）、7 月 12 日（土）、８月 24 日（日）、９月

28 日（日）、10 月 12 日（日）、11 月 30 日（日）、

来年１月 25 日（日）の 9：00～16：00 

     ※日程変更の場合あり 

■場 所：里山くらし体験館 すげの里 

（豊田市新盛町中洞 67 番地） 

■内 容：野菜や米の栽培・収穫・調理などをとおして里山での

自給自足の暮らしを学ぶ。 

■定 員：先着 10 名程度 

■参加費：中学生以上１万円、小学生以下 5 千円 

■申込み・問合せ：３月５日（水）10：00～ すげの里 

Tel：0565-69-1622（月曜日を除く 9：00～17：00） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊森なりわい塾（第四期生募集） 

豊森なりわい塾公開講座 

「これからの社会のカタチ 

～シアワセをどこに求めるのか～」 

 

新盛里山耕流塾 旬栽食講座 

http://www.toyomori.org/
http://www.toyomori.org）の応募フォーム
mailto:info@toyomori.org
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おいでん・さんそんセンター 

〒４４４－２４２４ 

豊田市足助町宮ノ後26-2 

（足助支所内２階） 

TEL ０５６５－６２－０６10（直通） 

FAX ０５６５－６２－０６１４ 

Eｍail  sanson-center@city.toyota.aichi.jp 

http://www.oiden-sanson.com 

 

★センター及び関係団体のイベントスケジュール★ 

● つくばの里梅まつり 

日時：3 月 22 日（土）～23 日（日）10：00～15：00/場所：最光院（豊田市日下部町柿ノ入 33） 

● ほんわか里山交流まつり～里山をフィールドに活躍する団体と市民の手づくり交流まつり～ 

日時：3 月 23 日（日）10：00～14：30/場所：笹戸会館 

● 豊森なりわい塾公開講座「これからの社会のカタチ～シアワセをどこに求めるのか～」 

日時：4 月 6 日（日）13：00～16：50/場所：トヨタテクノミュージアム 産業技術記念館 大ホール 

★里山の春祭り情報★ 

○上中のしだれ桃  日時：４月上旬～中旬 日没まで/場所：豊田市上中町 

○大安寺のしだれ桜まつり 日時：４月６日～20 日 随時（日没～21：００までライトアップ）/場所：大安寺 

○瑞龍寺のしだれ桜まつり 日時：4 月 6 日～20 日 随時（日没～21：00 までライトアップ）/場所：瑞龍寺 

○足助春まつり  日時：4月 12 日（土）13 日（日）試楽 1２日 14：00～17：00 頃、本楽 1３日 6：30～17：00 頃

（予定）/場所：足助八幡宮 

○松平春まつり  日時：4月 12 日（土）13 日（日）10：30～15：00 小雨決行/場所：川の駅松平     

 

おいでん・さんそんセンターを支える仲間たち No.6 

クラチスタジオ様に 

看板を製作していただきました！ 

 

★ スタッフ ★   

センター長    鈴木辰吉 

コーディネートスタッフ 安藤里恵 

               西田又紀二（ゆきじ） 

とよた森林学校 OB会 

  

２０１１年４月２１日に発足。現在、会員数は１４０名を超えます。 

OB 会は、とよた森林学校の修了生のうち希望して参加するものから構

成され、豊田市と森林学校事務局の支援を受けつつも、会員から選ばれた

幹事によって自主的に運営される組織です。 

OB 会の特色ある事業のひとつに、市外での自然観察会があります。豊

田市を飛び出し、普段ではお目にかかれない植生を見に出かけます。今年

は、鳳来寺、八ヶ岳、尾鷲へ出かけました。豊田では見ることのできない

森林の姿や植生を見ることにより、豊田市の森林に対する認識も深まるよ

うに思います。 

もう一つ、OB 会の試みとして、今まで森林学校の講座のひとつであっ

た間伐技術ステップアップ講座の自主運営があります。森林学校の講座か

らは外れ、参加者負担は増加しましたが、満足度の高い、内容の濃い講座

が開催されました。 

他にも、間伐モニタリングや、出張持ち山鑑定団など、来年度以降、本

格的に始動していく事業がいくつか予定されています。 

 

〒444-2816 

豊田市杉本町三斗成 1-3 農山村交流・中継センター 

「杉ん子の里」 

Tel：0565-68-1113 

Tel、Fax：0565-62-4011（代表：山本） 

おいでん・さんそんセンターは、都市と農山村の交流をコーディネートする豊田市の取組です。 

mailto:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

